協定締結終了通知書


　三重大学は、○○大学との間で締結した下記の協定について、対象協定の規定に基づき終了することを通知します。

1. 対象協定
以下の協定等（以下「対象協定」という。）
○年○月○日締結　学術協力・交流に関する一般協定
○年○月○日締結　学生交流に関する覚書

2. 終了日
対象協定は、○年○月○日をもって終了するものとします。

3. 終了後の取扱い
（1） 対象協定に基づく活動を通じて取得又は創出された個人情報、知的財産その他の機密情報については、対象協定の終了後も、各機関において関係法令及び各機関の諸規定に従い適切に管理するとともに、当該活動に関して必要となる対応を行うものとします。	Comment by kokusaikt70: 成績証明書や終了証明書の発行、学生記録の照会、共同研究成果に関する問い合わせ、論文共著者間の連絡等、協定終了後に必要となる対応を行うことを想定。【実務上の対応】
（2） 対象協定の終了は、終了日前に発生した権利義務に影響を及ぼすものではありません。	Comment by kokusaikt70: 協定の終了により、終了日前に発生した権利義務が当然に消滅するものではないことを明確にする。例えば、既に実施された交流活動に伴う権利義務や、既に取得・共有された情報の取扱いに関する責任などを想定。【法的な整理】→法務的な保険を残したいのであれば（2）を残す（実務としての分かりやすさを優先する場合は削除してもよい）
（3） 協定終了前に開始された対象協定に基づく活動については、当該活動の終了まで、必要な範囲において原協定の規定を適用するものとします。	Comment by kokusaikt70: ①相手大学ごとに協定書の内容が異なること、②相手方と連絡が取れないケースも想定していること、③長期間運用する共通様式を作ろうとしていること、の3点を踏まえ、実際には使われないかもしれないが、残しておくと安心（安全弁として有効）な要項。
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